
公益社団法人アニマル・ドネーション

第6期活動レポート（2015年6月1日～2016年5月31日）
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１、事業概要

【ビジョン】
アニマル・ドネーションは、 「人」と「動物」の真の「共生」を
目指します。
動物福祉活動をがんばっている団体と、寄付を通じて団体を支援したい人をつなぐ寄付
サイトを運営しています。また、動物福祉に関する情報発信も積極的に行っています。

愛する動物のために自分も何かしたいと思う人たちのアクションをサポートしていくこと
で、人と動物が良きパートナーとして共に幸せに暮らせる社会作りを目指しています。

【法人概要】
名称 公益社団法人アニマル・ドネーション （2015年4月20日に公益認定）
設立 ２０１０年７月
代表 西平衣里
URL http://www.animaldonation.org/

【主な３つの事業】
オンライン寄付サイトの運営
「日本初！」動物関連限定のオンライン寄付サイトを2011年からオープンしています。
（寄付実績は後述）

企業とコラボレーションする寄付企画の提案・実施
寄付付き商品や期間限定イベントを実施して、動物福祉に積極的に取り組む企業から
の寄付金を支援先団体に届けています。
（寄付実績は後述）

動物福祉に関する情報発信
支援先団体の活動や寄付の使途報告のほか、専門家や様々な業界で活躍する方々へ
のインタビューを掲載し、動物福祉に関する情報や現状の認知向上を図っています。
SNSで保護動物の情報やイベント開催などタイムリーな情報発信にも取り組んでいま
す。

webサイト トップページ
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http://www.animaldonation.org/


２、寄付事業

個人向けオンライン寄付は継続しやすい
寄付の仕組みを構築しております。
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サイト内、寄付先の選択ページ
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個人からのオンライン寄付額の推移

第1期はリサーチ活動に専念しため、
寄付活動はしておりません。

累計 877万円

企業様とのコラボレーションは
寄付額の規模と、話題性による認知度
向上の両面で大きなインパクトがあります。
（次ページにコラボ企画ラインナップを紹介しております）
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（万円）

企業から寄付は第3期より開始して
おります。

累計 4,813万円

個人・企業からの寄付額の推移



企業とのコラボレーション企画
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② 「セーブペットプロジェクト」
メリアル・ジャパン株式会社と日本全薬工業株式会社から拠出される寄付金を
保護団体へ医療費として寄付する企画。

2013年10月～実施中

① 株式会社ONE BRANDとの業務提携
殺処分を減らすための社会貢献プロジェクト「ONE LOVEプロジェクト」
からの寄付をアニドネ経由で各支援団体へ届けています。

2013年4月～実施中

③ ECサイト「INUTO」 全商品5％が寄付
株式会社広報戦略室が運営する犬と人のグッズを販売するECサイト
「INUTO」とコラボ。ＩＮUTOで扱う全商品で売上の5％が寄付となります。

2013年8月～実施中
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④ 「＋イイコト」
紹介している商品・サービスを購入すると、売上の一部がアニドネ経由で
各支援団体へ寄付されます。現在15社に参画いただいております。

2012年3月～実施中
①マーケティングパートナー様（犬猫のためのプレミアムフード専門店）
②リフレックス様（ペットの健康を考えたショップ＆サロン）
③ペティエンスメディカル様（獣医さんが考えたトリーツ）
④ＹＵＫＵＬＵ様（パートナーとの時間をハッピーに！）
⑤アニマー湯様（大分の天然素材をペットにお届け！）
⑥マーキュリードッグ様（中目黒のペットグッズ＆トリミングサロン）
⑦ライフアート様（暮らしを豊かにするサービスやアイテム）
⑧わんこ＊ぷらネット様（ペット専門の撮影＆ペットグッズ）
⑨ LOVE STORY PHOTO様（ドキュメント・アート写真家 窪田誠氏の撮影プラン）
⑩ LOVE FOR DOGS（オトナとイヌのオシャレアイテム）
⑪wildberry（人とペットのためのライフスタイルグッズ）
⑫T‘s Doggie Private Room（トリミングサロン、ホテル等）
⑬only wan（愛犬のビーズアイテム）

⑭日本全薬工業株式会社（動物医療薬メーカー 犬用シャンプー「メディダーム」）
⑮株式会社リレンティー（ペットと人の喜びをつなぐ犬＆猫の総合ショップ）

企業とのコラボレーション企画

サイト内、参画企業と商品の紹介ページ
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⑤ 「アニドネ柄自動販売機」の設置
NPO法人寄付型自動販売機協会の協力のもと、自販機売上の一部が
アニドネ経由で各支援団体へ寄付されます。現在19台を設置いただいています。

2013年9月～実施中

①2013/07設置：BASSO様（千葉県木更津市）
②2013/09設置：堀川雅子様（埼玉県富士見市）
③2013/09設置：(株)リフレックス様（東京都豊島区）
④2013/11設置：DOG AXEL様（埼玉県比企郡）
⑤2014/01設置：カットサロンBee様（三重県松坂市）
⑥2014/03設置：Ｉ動物病院様（三重県いなべ市）
⑦2014/07設置：清美どうぶつ病院様（福岡県春日市）
⑧2014/08設置：ハートフル動物病院様（大分県中津市）
⑨2014/08設置：岡動物病院様（埼玉県鶴ヶ島市）※
⑩2014/08設置：大樹アニマルクリニック様（愛知県一宮市）
⑪2014/09設置：木下動物病院様（神奈川県相模原市）※
⑫2014/09設置：ドックサロンLovecandy＆cocoOne様（宮城県仙台市）
⑬2015/01設置：大蔵動物霊園様（東京都世田谷区）
⑭2015/03設置：日本全薬工業株式会社様（福島県郡山市）※
⑮2015/03設置：あんこ動物病院様（岡山県高梁市）
⑯2015/04設置：なかじま動物病院様（熊本県八代郡）
⑰ 2015/08設置：平和会ペットメモリアル（神奈川県川崎市）
⑱ 2016/02設置：烏城ペットクリニック（熊本県熊本市）
⑲ 2016/04設置：あかい・どうぶつ病院（兵庫県米子市）

企業とのコラボレーション企画
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スキルを活かした寄付・コラボ

⑦ 獣医師 佐藤貴紀氏著書からの寄付
白金高輪動物病院中央アニマルクリニック総院長 佐藤貴紀氏を主体として出版され
た著書の印税の一部を寄付いただきました。

佐藤先生他数名の獣医師さんやトレーニングの専門家で作り上げられた猫の専門本

⑧ 経営者 舞田竜宣氏有料メルマガからの寄付
HRビジネスパートナー株式会社 代表取締役 舞田竜宣氏より、
有料メルマガの購読料の一部を寄付いただいています。
「ビジネスにピリッと役立つ有料メルマガ配信サービス ビジスパ」
http://biz-spice.jp/public/mlist/

⑥ デザイナー 三木千賀子さん展示会売上からの寄付
ビジュウデザイナー（ビーズデザイナー）三木千賀子さん愛犬の写真や実物を見て
作り上げる作品シリーズ『Only Wan』を発表。
展示会で販売されている商品代金の5％を寄付いただきました。

http://biz-spice.jp/public/mlist/
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企業サポーターの紹介

アニマル・ドネーションが安定的に活動するために、

あたたかいサポートと期待を企業サポーター様からいただいております。

株式会社サイバーエージェント 株式会社ONE BRAND

2015年にはコラボ企画として、期間限定の写真投稿
キャンペーン「パシャっとLOVEドネーション」を展開。

社会貢献プロジェクト「ONE LOVEプロジェクト」からの
ご寄付はアニマル・ドネーションを通じて保護団体に

毎月届けられています。
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2015年2月～実施中

クラウドファンディング支援

JAPANGIVINGとの業務提携
NPO等非営利団体の登録数では日本最大のファンドレイジングサイト
であるJAPANGIVINGと業務提携し、各地の動物福祉団体が実施する

クラウドファンディングのプロモーション・広報支援を行っています。

キドックス 保護犬運搬用の車両購入
150万円チャレンジに成功しました

キドックスURL
http://kidogs.org/

ネコリパブリックとのコラボ企画
猫専用おもちゃ「猫もぐらたたきBOX」
販売金額110万円を達成しました
オンラインストアURL
http://item.rakuten.co.jp/necorepublic/org-100016/
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支援先団体の紹介

全15団体のご紹介

【保護団体】
特定非営利活動法人 日本動物生命尊重の会 - アリス
ちばわん
特定非営利活動法人 アニマルレフュージュ関西 - アーク
特定非営利活動法人 Wonderful Dogs – ワンドク
Dog shelter
石川ドッグレスキュー
動物いのちの会いわて
アニマル・ハート・レスキュー
特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン

「ピースワンコ・ジャパン」プロジェクト

【補助犬団体】
公益財団法人 東日本盲導犬協会
社会福祉法人 日本介助犬協会
一般社団法人 聴導犬推進協会

【啓発団体】
公益社団法人 日本動物福祉協会 JAWS
公益財団法人 神奈川県動物愛護協会
公益社団法人日本動物病院協会 JAHA

【支援先団体の認定プロセス】
認定のプロセスでは、「アニドネ」スタッフが直接お会いして、
必ず取材をします。動物のための団体は、目的は一緒でも

規模やスタイルなど、全く異なるので、じっくりとお話をお伺い
した上で、信頼できる情報を紹介しています。

webサイト 支援団体認定基準

保護団体、補助犬団体、啓発団体の3カテゴリーを支援先としております。

2016年6月より認定団体が１つ増えます！
「特定非営利活動法人 DOG DUCA」
http://dogduca.sunnyday.jp/index.html



３、情報発信、メディア掲載
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支援先の活動報告

支援先の団体の活動内容をデータや写真で
紹介しています。
届けられた寄付が何に使われているのかを
随時アップしています。

インタビュー

動物の専門家インタビュー
動物をとりまく日本の現状、海外とは何が違うのかなど、動物の専門家へのインタビュー
を紹介しています。

環境省 動物愛護室インタビュー
動物愛護管理法改正や動物福祉向上施策について、管轄行政の方へのインタビューを
シリーズで紹介しています。

ペット業界人インタビュー
ペット関連業界でがんばる人たちの中で、動物福祉の向上にも熱心に活動されている方
へのインタビューを紹介しています。

著名人インタビュー
ビジネス業界やアーティスト、各業界で活躍する影響力のある方に「Story with PET」とい
うテーマでペットとの関わりや動物福祉を語っていただいています。

さまざまな業界で活躍する方々のインタビューコーナーを2014年に新設しました。
影響力のある方に動物福祉に対する考えや行っていることを語っていただき、
現状の認知や動物福祉の向上を図っています。

グリーンチムニーズ
木下美也子さん

白金高輪動物病院
総院長 佐藤貴紀氏

HRビジネスパートナー㈱
代表取締役 舞田竜宣氏

赤坂動物病院
院長 柴内裕子さん
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SNS発信

アニマル・ドネーションの活動が、メディアに取り上げられる機会が増えてきました。
代表・西平衣里は、「2020年までに殺処分ゼロにすることはもちろんのこと、日本の動物福祉を
世界トップレベルにする」という志を語り、多くの方々に知っていただく努力をしています。

メディア掲載

アニマル・ドネーションおよび支援先団体の活動情報の他、
動物福祉に関連する情報を広義にとらえて様々なトピックスを
日々、発信しています。
「人と動物の真の共生」について、多くの方々に認知や関心を
持っていただいたり、想いを同じくする全国の方々とつながって
いける場を目指しています。

Facebookでは、7,132人のいいね！を獲得
Twitterでは、761人のフォロワーを獲得

2013年9月 産経新聞コラム
「きょうの人」

2015年6月 朝日新聞折り込み
「sippo」にインタビュー掲載

2014年11月 雑誌Precious特集記事
『プレシャス世代の「社会貢献」という選択』

雑誌ヴァンサンカン主催の六本木ヒルズでのイベントにて、
女優の川島なお美さんと日本の動物福祉事情について対談



４、組織運営
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運営スタッフ

公益社団法人として

2014年6月より、代表理事、5名の理事、1名の監事の役員体制で運営をしています。
システムエンジニア、WEBディレクター、マーケティング、オフィスマネジメントなど、
事業運営に関わる各分野のプロフェッショナルが参画しています。
ボランティア・サポートスタッフ（名称：クラブ・アニドネ）も15名以上に拡充し、国内・海
外のリサーチ、リーフレット等の印刷物作成、WEBリニューアルなど、多角的に活動
できる運営体制を構築しています。
また、外部の有識者4名をアドバイザリーに迎えて「アニドネ審議委員会」を設置し、
支援団体認定の審議およびアニマル・ドネーションの事業についてアドバイスをいた
だいております。

【役員】 写真左より ：
西平 衣里／代表理事(マネジメントディレクター） 川端 真澄／理事(システムエンジニア) 
川端 美理可／理事(WEBディレクター) 上野 歩美／理事(プランナー) 齋藤 健一／理事(マー
ケター) 竹前 努／理事(オフィスマネージャー) 松本 優／監事(税理士)

2015年4月20日に内閣府から公益社団法人
の認定を受けました。
寄付者に税額控除のメリットを提供できるこ
とに加えて、企業からは寄付先やコラボ企画
のパートナーとして認定されやすくなりまし
た。

内閣総理大臣名の認定書

アニマル・ドネーションの組織体制


